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<３学期～クラスだより>
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　　電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：  

・まずは大人が「エコ意識」を高めることが、「水を大切にするってどんなこと？」「電気の無駄遣いしないため

にはどんなことをしたらいい？」などの考えや行動につながると感じた。子ども達の取り組みだけでなく、「もっ

と大人がエコ活動！」というテーマにしたことで、職員の意識を少しではあるが高めることができたように感じる。

でも、まだまだ全体的に、高いとは言えない。今年度は、「水を大切に！」がキーワードとして上がり、「出しっ

ぱなしにしない」という言葉かけがお互いにできるようになってきているが、個人差やクラスの意識差は大きい。

また、「紙の無駄遣い」に関してはまだまだ、手立てができそうだと考える。

・3学期に入り、クラスだよりにエコ活動について載せたことで、親と教師の間で実践についての会話が広がる

クラスもあったが、エコ意識化については、まだ教師と同様、十分ではない。今後、もっと「エコ意識」が高まる

ように、「普段していることをエコ活動につなぐ」を合言葉に、今後も大人も子どもも一緒にエコ活動をしていき

たい。

・１学期は、まず職員へのアンケートを行いどんなこと

に意識しているかなど調査し、結果を見える化するこ

とで、大人のエコ意識を高めることから取り組を始め

た。

・２学期は、「水を大切に」の意識がどの程度高まって

いるかを確認しながら、教材等を使って更に意識が

高まるような働きかけをし、実践を行った。

・３学期は、クラスだよりなどを通して、「家庭との連

携」を高めながら実践した。

取組内容

取組結果・感想等

・職員へのアンケート調査からは、①エコバックの利用

②節水③マイボトルの使用の順で普段意識していること

が分かった。しかし、中には、普段の生活では意識をして

いないという実態も明らかになった。はやり、まずは教師

の意識を高めることの必要性を改めて感じた。アンケート

をきっかけに「エコ」について会話する機会が少しずつ増

え、エコ活動の実践化が図られた。

・2学期は、「大人も子ども」という視点で、「水を大切に」の

合言葉で、教材等を使ったり、普段の生活に結び付ける

話をしたりしてきたことで、「石鹸でごしごししている時は、

水をとめよう」という声が聞かれるようになった。

・3学期のクラスだよりでは、それぞれのクラスで取り組ん

できたことを家庭にも伝えようと項目を作り、お知らせする

ようにした。「家でももったいないばあさんがくるよ！と水を

無駄づかいしないように頑張っています」など保護者との

会話が広がっているクラスもあった。いる

活動の様子（写真等）

<１学期に行った職員アンケート>

１年間取り組んだ感想・ご意見

ごしごししている時は、お水を

止めようね！


